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トイ犬種の橈尺骨骨折後癒合不全に対する 
凍結同種保存骨移植の有用性


























討し，Fernandes, MBC ら （2014）の報告による放射






up期間は 43 ～ 1,113日（平均 496日），電話連絡によ
る現在までのFollow-up期間は 875 ～ 4,209日（平均
2,125日）であり，FCAGを用いた骨再建術の長期成
績は大変良好であった。また感染を伴った橈尺骨NU
に対してFCAGにより治療を行い，術後評価を行っ
たところ，患部において感染組織のデブリードメン
トと洗浄をしっかり行い，移植骨を内固定すること，
そして薬剤感受性試験の結果に基づいて適切な抗生
物質を選択し投与することにより，同種骨を除去す
ることなく全症例で解剖学的整復がなされ，調査期
間中合併症の所見は認められず，十分に肢機能は回
復した。
【考察】凍結同種保存骨移植は移植床において優れた
強度によって荷重部位でも破綻することなく，また
宿主骨により経時的に再構築を受けることにより骨
癒合に至り，その後も長期的に機能することを示唆
しているものと考えられ，脚短によって機能障害を
続発する危険性のある癒合不全受傷症例に対して極
めて有効な治療法であることが示された。特にトイ
犬種の橈尺骨骨折は術後に癒合不全を続発するリス
クが高く，この様な合併症に対して，凍結同種保存
骨移植を利用した骨再建術は長期成績においても優
れた手術法であると考えられた。
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